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交流授業の充実に向けた取り組み
―春の国際交流イベントの10年を振り返る―
岡田久美
要　　旨
　外国人留学生別科（別科）は、国際教育センターのもとで海外からの短期留学生
を受け入れている。これら短期留学生と日本人学生との交流授業は別科教育の中で
行われてきたが、国際教育センターはその充実を図るため、学部学科にも協力を呼
びかけてきた。また、別科も学部との協力体制の見直しを行い、学部との間で別科
教育や短期留学生に関する情報共有に努めてきたが、その一環として2007年より
国際教育センターと共に春の国際交流イベントを実施している。主な催しは学部新
入生歓迎を兼ねた交流授業であるが、その広報を通して学部学生だけでなく教職員
の間でも別科や交流授業の認知度が高まるようにと広報活動に力を入れてきた。本
稿では、このイベントについて、企画に至るまでの経緯とあわせて、概要、成果、
課題を報告する。また、交流授業の現状を見つめ、今後の課題を述べる。
キーワード：交流授業、短期留学生、日本人学生、学部学科、協力
1．はじめに
　国際社会が大きく変化する中、キャンパスでの国際交流もいっそう重要になっている。
とりわけ留学生と日本の学生が共に学び、啓発し合う機会の創出は、今日の大学における
重要課題の一つである。
　外国人留学生別科（以下、別科）は、1999年から国際教育センター 1）のもとで海外か
らの短期留学生を受け入れている。これら短期留学生と学部日本人学生（以下、それぞれ
別科生、学部生）との交流授業は別科教育の中で行われてきたが、国際教育センターでは
その充実を図るため各学部に協力を呼びかけてきた。別科もまた学部との協力体制の見直
しを行い、特に2000年代半ばから別科教育や別科生に関する情報を学部に提供し、情報
共有に努めてきた。
　本稿では、その取り組みの一環として、2007年から毎年4月に実施している国際交流イ
ベントを取り上げる。交流授業の充実に向けては課題も多々残っているが、このイベント
を開始してから10年を経たことを節目として、その背景および企画に至るまでの経緯を
振り返り、イベントの概要、成果、課題を報告する。また、交流授業の現状を見つめ、今
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後の発展に向けての課題を述べる。
2．国際交流という課題
　交流授業は、留学生が日本への理解を深め、目標言語の諸技能を磨く上で重要であるが、
グローバル化を背景とする今日では日本の学生が国際的視野を培う機会として、さらには
日本社会の発展に資する人材育成の一助としての役割も担っており、各大学では、その機
会の充実に向けた取り組みが進められている。
　従来、留学生と日本人学生とが学び合う機会は留学生教育や異文化理解教育の中で、ま
たは日本語教育と英語教育との間での科目間交流として提供されてきたが 2）、近年では、
それを質や量の面から充実させる取り組みが進んでいる。たとえば、プロジェクト・ワー
クを取り入れた協働学習（宮本 2015）は、学生間の接触を豊かにすることで相互作用を
促すものであるし、情報システムを利用したキャンパス間・科目間交流（坂本  2013）は、
交流の範囲を広げる試みでもある。また、学び合いを促進するための科目も設置されてお
り、青木・小河原（2014）は、問題解決型・プロジェクト型の授業群として北海道大学の
「多文化交流科目」について報告している。また、このほかに制度的・組織的に取り組み
を進めてきた大学として東北大学や立命館大学を挙げている。
　授業の内容や題材の点から見ると、主に言語や文化の領域のものが多いが、その他の分
野の題材を取り入れた実践としては、留学生対象の日本語科目と社会科教員養成課程の「中
等公民教育論 I」との合同型授業（南浦・永井 2013）、短期留学生の日本語科目と日本人
学生対象の「アカデミックスキル」との合同授業の一部にソーシャル・マーケティングの
課題を取り入れた試み（岡田・中村 2016）などがある。しかし、岡田・中村（同上）では、
こうした交流授業の実践には、それに関心を持つ教員が出会う場が必要であることも指摘
されており、様々な分野の題材や教員の視点を取り入れながら交流授業が広く展開される
には、そのための情報が共有される環境整備が課題であることが示唆されている。
　このことは本学においても課題の一つであった。以下では、その背景とあわせて述べる。
3．取り組みの背景と概要
　国際教育センターでは、別科生と学部生が学び合うための新たな仕組みづくりに向けて
学部学科に協力を呼びかけてきたが、それに先立つ課題として、どうすれば別科生や交流
授業の意義について理解が進むかということがあった。本節では、その背景とあわせて、
春の国際交流イベントの企画に至るまでの経緯を振り返る。
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3.1．別科教育と交流授業の概要
　別科には、北アメリカを中心にアジア、ヨーロッパ、オセアニア、南アメリカなど20
を超える国や地域からの交換、私費、国費留学生が在籍する。在籍期間は秋学期15週（9
月～ 12月）、春学期15週（1月～ 5月）のいずれか1学期または2学期で、毎年秋学期は
130名前後、春学期は110名前後の学生が学ぶ。
　開講科目は集中日本語と選択科目で、選択科目は、（1）セミナー科目（文学、翻訳、ラ
イティングなどテーマ別に日本語で学ぶ科目）、（2）日本事情科目（文化、文学、宗教、政
治・外交、経営など各専門分野の講義を英語で行う科目）、（3）芸術文化科目（茶道、華道、
書道など日本文化への理解を深めるための科目）である。また、秋学期には学部の演習科
目や講義科目が別科生に提供され、オープンコースとして選択科目に加わる。
　交流授業は長年このカリキュラムの中で行われている。従来は、各日本語コースやセミ
ナーコースに学部生が参加する形で別科生と学び合う場が設けられてきたが、1996年に
日本事情科目の「文化」が学部科目との同時開講という形で学部生に提供されるようになっ
た。講義科目であるが、プロジェクト・ワーク等の協働学習を取り入れて学生間の接触を
豊かにする工夫がなされている。以後、毎年2科目～ 4科目が別科生と学部生双方に向け
て開講されている。
3.2．問題・背景・転機
　2000年代に入ると国際教育センターでは、交流授業の現状は不十分であるとして、学部・
学科を交えて全学で展開する仕組みづくりの必要性が議論されるようになった。とはいえ、
当時は必ずしも学部からたやすく協力を得られたわけではなかった。
　別科は1974年に米国の大学から迎えた学生と共にスタートしたが、以来、米国のセメ
スター制を採用し、学部とは異なる体制で教育を行ってきた。開講科目のうち、日本事情
科目については一部の学部教員の協力を得ていたものの、長年にわたってほぼ独立した組
織として教育を行ってきた。このことは別科教育や別科生にとっての利点も多かったが、
その一方で、国際交流に関する役割分担とその固定化が進んだとも言える。
　転機は2000年代半ばで「2005年度学長方針」において国際教育の体制強化が最重要課
題の一つとして挙がり、学部にも別科にも、学内での国際交流への貢献や教学における協
力体制の見直しが求められるようになった 3）。そこで国際教育センターは、まずは学部と
別科の協力体制の強化を図るとして、交流授業については当面は開講されている科目を生
かし、従来型の交流授業の促進と学部オープンコースの充実が目標とされた。また、学部
に対してはオープンコースの提供を呼びかけていくこととなった。
　あわせて別科には、学内において「開かれた別科」を目指すこと、そのために学部に向
けて別科教育や別科生についての情報を提供し、全学で情報が共有される環境整備に貢献
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することが求められるようになった。というのも、当時は日本事情科目を除くと、別科生
が授業内外で学部教員に接することはほとんどなかったし、ゆえに学部と別科の間では別
科生への対応や教育方針をめぐって大小の摩擦が少なからず起きていたのである。また、
学部側からも別科の教育がわかりにくいと度々指摘されるようになり、国際化検討ワーキ
ンググループ（2005年）や別科主任会議（2006年）でも課題として報告されている 4）。
3.3．オープンコースについて
　学部の科目と言っても様々であるが、オープンコースとしての適否の大まかな目安とし
て、別科生のほとんどが母校で3年次、4年次の学生であることから、討論や発表の経験
をある程度積んだ学部生と知的交流ができるように、なるべく学部3年次の学生を対象と
する科目が望ましいということになっている。授業は、日本語、英語、日英混合のいずれ
かで行われ、日本語で授業が進められる科目は、主として準上級・上級段階（JLPT、N1
またはN2レベル相当）の別科生が履修する。
　オープンコースは、かつて学部の授業をとってみたいという別科生が個別に学部教員の
許可を得て授業に参加していたことや同様の要望が重なったことから、1990年代後半か
ら言語学をはじめいくつかの科目が別科の選択科目に組み込まれるようになったもので、
もともとは交流というより、別科生よりの視点で整備されたものと言える。また、専門知
識の授与や応用力の涵養を目的とする科目なので、少人数で討論や発表を行う演習科目は
別として、講義科目は必ずしも学生間の学び合いに重きが置かれるわけではないが、留学
生の受け入れ拡大を視野に入れると、オープンコースの充実は多様化する学生のニーズに
応じる環境整備として欠かせない。また、授業を通して別科生に対する教育に携わる学部
教員が増え、別科生および別科生との交流の意義と課題を理解する視点が学内で増えるこ
とは、交流授業のあり方について建設的な議論を重ねていくためにも重要である。
　オープンコースの数は2000年代前半まで伸びは鈍かったが、2005年までに6科目、翌
年2006年には8科目が開講されるようになった。国際教育センターでは学部に対してオー
プンコースのさらなる提供を呼びかけると共に、別科については学部での認知度向上を図
ることも必要であるとして、2006年12月、副センター長を議長とする別科主任会議で、
そのためのイベントの企画が始まった。「まずは情報発信から」という副センター長の提
案が起点であった。方策としては遠回りのようでもあるが、長い間学部と別科が別々に教
育を行ってきたことをふまえ、短期間に大きな変化を期待するのではなく、時間をかけて
地道に働きかけを続けていくことが肝要であるという趣旨のもと、春の国際交流イベント
が企画され、2007年に最初の試みが行われることとなった。
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4.「まずは情報発信から」：春の国際交流イベント
　このイベントは、別科生と学部生との交流授業を主な催しとして毎年4月に実施されて
いる。交流の機会を提供しながら、その広報を通して学部の教職員にも別科や交流授業に
ついて知ってもらおうと国際教育センターを挙げて広報活動に力を入れてきた。本節では、
イベントの概要を述べ、主として広報の点からその成果と課題を述べる。
4.1．イベントの概要
　第1回のイベントは4月上旬のフレッシュマン祭の期間（入学式や新入生ガイダンス、
クラブの宣伝活動が行われる期間）に実施された。この期間に定めたのは、チラシの配付
など広報活動を行いやすいことに加え、（1）別科の春学期のうち、1月から3月の期間は学
部の春季休暇にあたり、交流の機会がほとんどないため、学部生がキャンパスに戻ると同
時に、別科生がそれまでの学習の成果を発表・確認できる場を設けること、（2）学部生、
特に新入生には入学後早期に異文化体験の機会を提供し国際交流への動機を高めることが
重要であるというのが理由である。
　イベント名はフレッシュマン祭に合わせて「CJSフェスタ」となった。CJSとは外国人
留学生別科（Center for Japanese Studies）の通称である。
　交流授業は90分間で、その特色は、（1）すべての日本語コースが交流授業を実施し、別
科生全員が参加すること、（2）主に学部新入生を対象とし、別科生による新入生歓迎を兼
ねた授業であるということである。ただし、新入生を優先として広報を行うけれども、参
加希望者は大学院生も含め、すべて歓迎することになっている。
　広報活動は次のように展開する。（1）各日本語コースおよび授業の概要（学習テーマと
内容、在籍者の出身国、参加定員数）を1ページにまとめたポスターとチラシを制作し、
学内にポスターを掲示する。（2）国際教育センター長から各学部・学科に向けてイベント
の案内を行い、学生への周知を依頼する。（3）入学式や新入生ガイダンスにおいて交流授
業の案内を行う。（4）キャンパスでは、別科生がクラブの宣伝活動と並行してチラシの配
付を行い、学部生に参加を呼びかける。（5）国際教育センターの窓口において参加申込の
受け付け、授業の日時と教室の確認を行う。
　近年は、在学生に対しては学内のポータルサイト「ポルタ」を通じて交流授業の案内が
届けられている。なお、2016年より事前の参加申込も国際教育センターの窓口ではなく、
ポルタを通して行われている。
4.2．交流授業の概要
　この交流授業は、異文化間交流であると同時に異年次間交流でもあるので、別科生は上
64
外国人留学生別科紀要　第1号
級生として新入生のよきお手本となれるよう準備に取り組み、その過程で日本語能力やス
キルが高まること、それによって新入生にとっての学びがより豊かになるよう図ることも
この授業においては重要な視点となる。
　授業の日時は当初フレッシュマン祭の期間としていたが、2年次以降の学部生も参加し
やすいようにと、二度の調整を経て2010年より学部の春学期第1週または第2週目となり、
日時は水曜日の午後（3限）と定まった。水曜日の午後は学部も別科も授業がない時間帯
である。日本語の授業は午前に行われるが、この日は午後に振り替え、全コースが一斉に
交流授業を実施する。
　2007年と2008年は、300人収容の大教室で各コースが順に発表を行ったが、2009年以
降はコースごとに小さな教室で実施し、学生間のやりとりが活発に行われるよう進められ
ている。授業の題材は、別科の教育を理解してもらえるようにと、普段授業で扱っている
ものの中から選定することになっているが、各コースで試行錯誤が重ねられた結果、新入
生にとって大学で最初の異文化交流が成功体験となることや大勢が参加することが優先で
あるとの観点から、近年はどのコースにおいても自国の文化や行事の紹介、日本社会と自
国社会の比較、仕事観など、誰にとってもなるべく身近に感じられるようなものが選定さ
れ、各コースの日本語能力レベルに応じた展開と掘り下げが行われている。
　授業は別科生にも学部生にも総じて好評である。新入生の多くは初めての交流授業に不
安を抱えながら教室に入ってくるが、授業終了時には参加してよかったと肯定的な評価を
している。よかったこととして、自他の文化や自己への気づき、国際交流・留学への動機
の向上、視野の拡大のほか、別科生から様々な知識を得たこと、別科生の情報発信力、発
表の技術、日本語能力レベルに関わらず積極的にコミュニティーに参加しようとする態度
から刺激を受け、学んだことなどが挙がっている。詳細については、授業観察による所見
および参加者からの口頭・記述によるフィードバックに基づいて別稿で述べる。
4.3．参加者：広報の成果と課題
　参加者は【図表1】の通りである。別科からは春学期に開講されるすべての日本語コー
スが参加する。2007年4月から2012年までは、初級後半から上級コース（5レベル）、カ
リキュラム改正に伴い、2013年以降は初級から上級コース（5レベル）である。また、
2013年から2015年の間は超上級レベルに相当するセミナーコース（Academic Japanese 
Reading）も加わったが、2016年と2017年は在籍者がそれぞれ1名と2名であったため、
参加辞退となった。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学部からの参加者は、最初の2回は大教室
で授業を行い自由参加としたので記録され
ていないが、教室は大勢の学生で埋まり、盛
況であった。フレッシュマン祭の期間中に広
報と交流授業を実施し、授業直前までチラシ
の配付を行ったことや、自由に入退室しやす
い大教室で気軽に入ってこられる環境で
あったことが理由として考えられる。一方、
小さな教室に分かれて各コースごとに授業
を行うようになった2009年と翌年2010年は
参加者が伸びなかったが、2011年から100名
を超えるようになった。
　学部別には、2012年以降の数字になるが、
2017年までの参加者（860名）の内訳は、外
国語学部（401名）、人文学部（145名）、短期大学部（124名）、経営学部（64名）、経済
学部（36名）、法学部（35名）、理工学部（19名）、総合政策学部（10名）、国際教養学部（16
名）、大学院（7名）、その他、所属不明（3名）となっている。なお、理工学部と総合政
策学部の学生のほとんどはキャンパス統合により名古屋キャンパスに学部が移転してから
の参加で、それぞれ2015年、2017年からである。新設の国際教養学部は今年2017年が初
参加となる。
　毎年どの学部からも参加者があり、ひとまず学内に広く別科の情報を伝えることはでき
たようである。ただ、この交流授業では文化をテーマとして扱うコースが多いことも関係
していると思われるが、参加者の大半は外国語、人文、短期大学部の学生であるので、そ
の他の学部からの参加者が増えるよう広報と授業の両面から工夫する余地はある。
　新入生については、2016年から大幅に減っているが、これは国際教育センターの窓口
で受け付けてきた参加申込がポルタを通して行われるようになったことが一因として考え
られる。今後、情報管理の面でポルタの利便性を生かしつつ、入学して間もない新入生へ
の配慮として学内施設やサービスに十分に慣れていないことを前提とする何らかの対応を
加えるとよいと思われるが、この結果は従来人と人との間で丁寧に進めてきたことの意味
を示唆しているとも言える。また、このイベントを10年継続してきたことは一つの成果
であるが、それゆえに、今後の発展に向けていったんイベントの役割や目標の見直しを行
うことも重要である。
【図表1】参加者（2007年～ 2017年）
学部生（新入生） 別科生
2007年 ――― 109
2008年 ――― 127
2009年 52 （ 17） 130
2010年 76 （ 32） 122
2011年 112 （ 97） 73
2012年 128 （ 84） 125
2013年 172 （119） 119
2014年 164 （145） 108
2015年 158 （122） 108
2016年 119 （ 51） 117
2017年 119 （ 53） 105
合計
（2009～ 2017）
1100 （720） 1007
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4.4．成果：別科の認知度向上の点から
　「まずは情報発信から。」そこから始まった春の交流イベントは、交流授業として一つの
形を整えながら、これまでに別科生と学部生をあわせて2000を超える学生に学び合う機
会を提供してきた。一方、学部において別科や交流授業についての認知度が高まったかど
うかについては具体的な成果を示すことは難しいが、大きな教室で授業を行った2007年
と2008年は、誰もが自由に参加できる環境であったので、教室には学部生に交じって教
職員の姿もあった。また、年を追うごとに学部生から「先生に勧められて参加した」、「こ
んな催しがあると先生から聞いた」といった声を耳にするようになり、小さなステップで
はあるが前に進んでいることは感じられた。
　また、このイベントだけでなく多方面からの働きかけによる成果として、国際教育セン
ターから学部へと提供を呼びかけてきたオープンコースは、2007年秋学期に新たに4科目
が提供された。以後、科目や授業担当者が交替しながら、言語、外国語教育、政治、法、
米国史など毎年11科目～ 12科目の専門科目が開講されている。この10年の間に延べ22
の科目を通して15名の学部教員が別科生に対する教育を行ったことになる。
　今年2017年、学部教育へのクウォーター制の導入や担当教員の退職によって、オープ
ンコースはいったん6科目となったが、今後とも別科セメスター制との調整をしつつ、別
科の夏期プログラムでの開講も含めて新たな科目が加わることが見込まれている。また、
今年は日本事情科目が新たに1科目設置されたが、それにより日本事情科目と学部オープ
ンコースをあわせて初めてすべての学部から別科教育への協力を得る体制となった。
　もっとも、全学的に見ると、別科生または交流授業に関わる学部教員の数は多いとは言
えないが、協力体制の強化という課題のもと、学部と別科の距離は緩やかではあるが着実
に縮められてきた。
5．おわりに：現状と今後の課題
　毎年秋学期、別科ではセミナー科目、日本事情科目、オープンコース、芸術文化科目を
あわせると35科目前後の選択科目が開講されている。別科生はそれぞれの専門や関心に
応じて選択しており、オープンコースでは学部生との協働学習やゼミでの発表・討論にも
挑戦している。また、普段あまり交流する機会のない学部の学生と学びたいとして科目を
選択している学生もある。日本語で履修するのは難しいのではないかと思われた科目もあ
るが、自国で高等教育を受けてきた学生たちであるので、学生によっては日本語でも知的
交流をしたいという気持ちが強く、レポートや文献講読に苦労しながらもほとんどが履修
してよかったと答えている。また、その経験がもっと日本語能力を高めたいという動機の
向上につながってもいるようである。
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　別科生の数に比して選択科目はかなり充実しているが、そのため、年度や科目によって
履修する別科生が少なく、1～ 2名ということもある。よって、交流授業という視点からは、
開講されている科目を生かして学び合いの場を設けるという従来型の交流授業に加えて、
一定数の別科生と学部生が参加して学び合う仕組みの構築が課題として挙げられる。
　また、開講されている科目を生かす場合、もう一つの選択肢として科目間交流があるが、
これはまとまった数の学生が確保されるという点で安定した交流の形と言える。また、3
科目、4科目の合同型の可能性も視野に入れ、その中で別科生および異なる専門分野の学
生がそれぞれに積み上げてきた学習経験が生かされ、多様な知識と意見が反映されるよう
な協働学習を課すことも一案である。実際、別科生が共に学ぶ教室は様々な文化・価値観
が交差して互いにものの見方の枠組みを広げる環境であるが、それをさらに豊かにしてい
るのは、学習経験や専門知識の多様性である。別科生の主専攻・副専攻を見ると、アジア
研究や文学などの人文科学を中心に、社会科学、自然科学と幅広く、それが一つの事柄を
多面的に考察し、議論を掘り下げる役割を果たしている。また、発表で取り上げるテーマ、
持ち寄る資料や事例も各自の専門分野や関心事によって様々である。別科生自身も多くが
学期末の振り返りとして行っている話し合いの場で、または授業評価において、異なる文
化、知識、思考様式に触れて学び、視野が広がったことや成長したことを留学の収穫の一
つとして挙げている。よって、交流授業においても異文化という観点からだけでなく、よ
り重層的に学び合いのあり方や効果を検討することも意義があるように思われる。
　学内には別科生との交流授業の意義と課題を理解する視点は着実に増えてきており、今
後交流授業を効果的に展開していく方法について建設的に議論するための地盤は少しずつ
固められてきた。本稿で取り上げた春の国際交流イベントは学部教員（副センター長）と
別科教員との連携によって企画されたものであったが、どちらか一方だけでは、その企画
に至らなかったであろうし、形にすることも難しかったのではないかと思う。この経験の
中に、交流の機会の創出に向けて学部と別科が協力することの意義を改めて認めることが
できる。
（注）
1） 国際教育センターは組織改編に伴い2017年4月より「国際センター」と名称が改まったが、
本稿ではこれまでの振り返りとして「国際教育センター」と表記する。
2） 異文化間コミュニケーションをテーマとする教養科目の開設（門倉 1996）、言語行動の観察
を通して他者理解と自己の相対化を促す共同授業の開設（石田・砂川 1998）、留学生対象の
日本事情科目を日本人学生に開放して双方が共に学ぶ機会を設ける（徳井 1997；花見 
2006；澤田 2007）など、1990年代後半以降、多くの報告がなされている。また、科目間交
流は、留学生対象の日本語科目と日本人学生対象の英語科目との合同授業として実施され、
異文化への気づきを促しながら目標言語による調査・討論・発表能力などアカデミックスキ
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ルの育成を図る試みが報告されている（鈴木・島崎 2002；世良 2013）。
3） マルクス（2005）に基づく。
4） 「2007年度国際教育センター委員会自己点検・評価報告書」（国際教育センター委員会 
2008）および別科主任会議（2006年12月～ 2007年3月）に基づく。
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Efforts to Enhance Intercultural Lessons
―Looking Back on the 10-Year History of Spring Intercultural Events―
Hisami OKADA
Abstract
　 The Center for International Education has requested faculties and departments at 
the university to cooperate in providing intercultural lessons, with the aim of offering 
opportunities for international students at the Center for Japanese Studies (CJS) and 
Japanese students to learn from each other and expand their horizons.  As a part of this 
initiative, we have held an intercultural event in April each year since 2007.  The main 
program for this event is an intercultural lesson that doubles as a welcoming event for 
incoming Japanese students.  From 2007 to 2017, over 2000 students participated in 
these lessons.  By promoting this event, it is intended that not only Japanese students 
but also faculty members will develop a better understanding of CJS and its students, as 
well as a greater interest in the intercultural lessons.  This paper reflects on how the 
event was first organized and how it has progressed over ten years, and also reports on 
the significance and outcome of this initiative.  It also outlines issues facing international 
interaction in the future.
KeyWords：international students, Japanese students, intercultural lessons, faculties 
and departments, cooperation
